
第３回三沢市中小企業振興会議 議事録 

 

1. 開催年月日 平成３０年９月２７日（木） １０時００分～１１時３０分 

2. 開催場所 三沢市役所 本館４階 大会議室 

3. 出 席 者 前田委員、月舘委員、大平委員、佐藤委員、根岸委員、 

       花田委員、袴田委員 

立崎裕輔商工会事務局長（新井山委員代理）、 

寺田明夫住友化学総務部長（瀧委員代理） 

4. 欠 席 者 新堂委員、附田委員、長内委員、田村委員、 

久保委員、稲川委員、小比類巻委員 

5. 事務局出席者 山本部長、小泉参事兼産業政策課長 

田中副参事兼課長補佐、古川係長 

6. 開催概要 

 ◎第３回振興会議 

 

(1) 開 会 

 

(2) 議 事 

① 議長は、規則第４条第１項の規定により、前田会長が務めた。 

② 事務局より下記案件について、資料に基づき、条文構成・内容等につ

いて説明した。 

案件①：中小企業振興のために必要な施策の検討…【資料１】 

     質疑応答 

案件②：その他 

質疑応答 

 

(3) 閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 



7. 会議概要 

(1) 案件①に対する質疑応答 

発 言 者 内  容 

小 泉 課 長 中小企業振興のために必要な施策を、資料１、施策の提案一覧

に沿って説明。 

質 疑 応 答 

前 田 議 長 事務局の説明について補足説明があるか？ 

立崎事務局長 街づくりに関することについて、空き店舗の活用は非常にカギ

になってくると思うし、現在産業政策課でもリノベーション事

業としてやっている。市として、実際に着手しているとのこと

ではあるが、景観のイメージアップをしないと新規創業者、新

規起業者が入らないことがネックであることが１点目。 

また今現在、少子化と言われている中で、晩婚化というのが問

題。さらに、結婚資金不足や相手がいないという理由で結婚し

ない比率も高い。少子化に歯止めをかけるためにカップリング

パーティーなどの積極支援、低所得者へのサポートなどは他市

の実施状況を踏まえて検討するという事なので期待したい。 

前 田 議 長 事務局としては？ 

小 泉 課 長 産業政策課として出来る部分、他課と連携する部分があると思

われる。他市の情報収集には努めていきたい。 

アーケードの件については今後どのような形が望ましいのか、

話し合いをしていかなくてはならない問題。 

前 田 議 長 他に補足説明はないか？ 

大 平 委 員 少子化について、相手がいないとか、お金がないという事もあ

るが、子育てばかりではなく、自分も働いて社会に携わってい

たいと思い子供を多く産まない女性が多いと感じる。 

山 本 部 長 先進国で唯一出生率を上げるのに成功しているのはフランス。

子育てに関係する費用はすべて国予算という施策。医療費、教

育費など無料。子供の預入施設は完備。産休育休を 2年間とっ

ても職場では登用すること。これら３つを設けたことによって

1.66くらいの出生率が 2.01更に 2.14と上がった。しかし国家

予算を下げたらここ 3年でまた下がってきた。フランスで効果

が表れているので市町村単位ではなく日本として国が制度化

していく可能性も十分ある。加えて日本の家事負担率はフラン

スが男女平等なのに対して女性の割合が圧倒的に多い。青森県

の調査結果もそのような状況であり、子育てをきっかけに仕事



を辞める女性の割合も 6割半~7割と多い。こういう状況を踏ま

えて対策を考えていかなければならないが、市だけでは限られ

る部分もあるので県や国の施策も有効に活用してやっていか

なければならない。 

前 田 議 長 部長から出生についての話がでたが、何か違う意見はないか？ 

佐 藤 委 員 フランスの例からも、うまく良い方向に誘導するためは施策や

その予算が必要と感じる。人口減少対策は、医療の無料化など

を行い各地方自治体の取り合いになっている。親が特に気にす

るものは教育であるので、三沢だと英語に特化することなど必

要なのでは？ 

それから委員からの今後必要な施策提案の一覧に対する市の

回答で、「実施されている」「過去やっていた」という部分が多

いが、委員から意見が上がってくるという事はまだまだ不十分

若しくは、もう少し変えて欲しいと思っている部分があるのだ

と思う。 

小 泉 課 長 佐藤委員の言われた通り、すでに「実施」や「検討」している

施策に対して意見が上がったという事は、まだ施策として足り

ない部分だと思うし、もう一度やるべきとの意見が出れば検討

したい。会議の中で意見をいただきたい。 

前 田 議 長 次の議事にも関係してくるが、検討していくべき施策を選定し

たい。ご意見はあるか？ 

立崎事務局長 人口減少対策はやはり少子化、出生率を上げたいという事で、

政策としてすでにやっている自治体もある。結婚サポート補助

支援制度創設等。子供を育てるための支援ももちろん必要では

あるが、まずは産むというところに支援していかなければなら

ない。検討が必要で即答できない部分はあると思うが期待した

い。 

前 田 議 長 事務局として何かあるか？ 

山 本 部 長 資料としてお配りしている提案一覧の内容は、全体でやってい

かないと中小企業振興につながらない。人材確保や人材育成は

産業政策課が中心、人口減少対策、少子化対策は政策調整課が

中心、街づくりとなるともっと色々なところに関係してくるの

で、他課も含めて理解を求めながら進めていかなければならな

いことを認識して議論してほしい。 

前 田 議 長 部長の詳しい説明で分かるかと思う。 

山 本 部 長 立崎委員から出たような視点で、どんどん意見を出してもらう



ことが大事で、それらをまとめて、最終的には我々が主となる

部署に伝えたり一緒に検討したりという事になるだろう。 

前 田 議 長 意見をどんどんあげてほしい。 

月 舘 委 員 人口減少対策は中小企業振興のためにも根幹になる問題と認

識している。婚活がなければ出生率は下がる一方である。人口

減少に歯止めがかからない限りは中小企業振興もありえない。

就業人口も下がるし、人材確保はあり得ない。地方からすると

最大限注力すべきだと思う。そして経済発展に伴う日本の欧米

化により核家族化が進んだのも原因だろう。昔ながらの多世代

の大人数の家族だからこそ、子育てや高齢化で家族が面倒をみ

る事ができるので、多世代間が同居する際のリフォームなども

補助金対象となるよう考えてほしい。人口減少対策として、行

政が他部署と連携を図って考えてほしい。 

前 田 議 長 今の意見について事務局は? 

山 本 部 長 配付資料に載せてあるものは中小企業振興に効果的で必要な

施策の項目であり、主担当となるところと連携を取っていかな

ければならない。今、多世代という話が出たが、青森県の高校

生のアンケート結果で６割半～７割が地元で就職したいと答

え、以前に比べて増えている理由の１つに、結婚して子育ても

含めて生活していくのが厳しいというのがある。同居でなくて

も、親に手伝ってもらいながらなどと考えている人が多い。住

宅の多世代にわたるものなど、今後検討していきたい。 

前 田 議 長 その他意見はないか？  

小 泉 課 長 事務局案としてはあるが、もう少し意見を出してほしい。 

大 平 委 員 結婚するのも大切だが、今産める人対象に何かあればと考え

る。 

小 泉 課 長 他に委員お一人ずつ案を聞かせてほしい。 

花 田 委 員 人口減少に歯止めをかけるためには、企業側からすると雇用だ

と思う。そればかりではないと思うが、街に仕事がなければ暮

らせないし出ていく。プロフェッショナル人材は活用している

方はいるのか？人材紹介手数料を人材派遣会社に支払うとい

う事なので、プロフェッショナル人材を採用した地元企業に対

して助成してもらうとか。 

自社で採用活動をやっているがなかなかうまくいかない。た

だ、一ついいことは、若手社員が求人活動によって会社の強み

やいいところを研究して、学生の前でいろいろ話をしたり、普



段見たことがない姿をどんどん出してくれて、それがある意

味、社員教育になり、非常によいサイクルになると思っている。

毎年良い採用に恵まれるといいがそうもいかない。そういう教

育の面では自社の採用活動としてこれからもやっていきたい。 

人材紹介手数料を人材派遣会社に支払うのであれば、自社でそ

のような機会があって、プロフェッショナル人材の採用がうま

くいったときに考えてもらえれば、会社として盛り上がると思

う。 

前 田 議 長 他に意見はあるか？ 

月 舘 委 員 中小企業では育児休業で人材が欠けたときに新たな人材を補

充出来ないなど事業活動上のリスクがある。子育て支援などは

人口減少の歯止めに関連すると思うが、それに対する補助制度

など検討できないか？ 

前 田 議 長 月舘委員からの提案に対しての事務局は？ 

小 泉 課 長 今年度、資格取得や UI ターンという新たな補助金を創設した

が、今言われたような補助金等できるかどうか、いい方向に行

けるように考えていきたい。 

山 本 部 長 プロフェッショナル人材の活用事例については認識がないが、

紹介されて検討した例はある。 

事業者が欲している補助金や施策など、今は無いものも含めて

たくさんある。国等でも補助金や制度を設けているが、我々も

全部を把握しきれていない。政府が一本化していればいいが外

郭団体ごとに制度を設け、それを知る一部自治体だけが恩恵を

被っているが、我々もいろいろな支援制度、助成制度等を少し

でも多くしっかりと把握して紹介していきたい。 

前 田 議 長 その他ないか？今のことに関して何かないか? 

立崎事務局長 部長の話に関連するが、商工会でも国等の中小企業小規模事業

者対策支援制度がたくさんありすぎ、説明が複雑すぎると感じ

る。商工会の説明を事業者側に解ってもらえず、そこで躊躇し

てしまうので、わかりやすく伝える努力等、自己反省も含めて

感じている。 

山 本 部 長 全部の制度を理解して細かく説明となると人員が足りない。大

方の制度を理解して後は窓口を紹介してそこで直接やり取り

してもらうような形にしたい。まずは情報把握することが大事

でそれを紹介する体制を取っていく。経済産業省の施策等を必

要な方々から産業政策課に登録してもらって情報を流してい



るが、ただ大量の情報を流すだけでなく、相手方に有効な情報

を直接紹介するような形にしていきたい。 

前 田 議 長 根岸委員どうぞ。 

根 岸 委 員 中小企業の方は人材育成、事業継承でだいぶ悩んでいる。青森

県の「よろず支援拠点」という専門家がいる。そこはある程度

無償で人材育成、人財確保、事業継承問題、売上アップ対策な

ど、そういういろいろな相談にのってもらえる。中小企業の方

へのフォローアップ事業という事で、ここに直接相談していた

だきたいし、私たちも紹介したいと思う。また、婚活と人口減

少について、自社でも以前は結婚も早く、職場結婚も多かった

が、今はない。最近ではイベントでの紹介で結婚したというこ

とが結構あるので、お見合いとか婚活パーティ実施を検討中と

のことなので、近隣市町村で持ち回りすることで人口増加にも

貢献できるのではないかと思っており早めの対策をお願いし

たい。 

前 田 議 長 袴田委員どうぞ。 

袴 田 委 員 配付された施策提案一覧の資料を見て、すでに実施しているも

のが多いと感じた。自分も同居して孫を見ているが、お金もか

かるので同居している方は楽だと思う。しかし自分も孫だけを

見ているより仕事をしたくなり働くことにした。子育てもだ

が、働ける環境も必要で、子どもを産んで見てもらえる親が一

緒にいることが一番だと思う。出産の問題で女性不妊もだが男

性不妊も最近多いと思うので、不妊に対しての医療関係のこと

も必要だと思う。それから他県からの移住者と市長との懇談

で、他県から移住して起業している女性との懇談が必要と思う

ので検討してほしい。 

前 田 議 長 寺田さんどうぞ。 

寺田総務部長 他の委員からもあったが、施策提案一覧の資料ですでにやって

いるものが多いのが印象的だった。今実施している、色々な補

助金や制度が伝わってないのではと感じた。制度や補助金を受

けるのにも手続きが煩雑だったりするので部長が言った通り

窓口を設けて使ってもらえる工夫が必要と思う。 

それから人口減少問題は三沢市だけでなく国の課題だと思う

が、その中でも三沢市で生活したい、移住したいという方を増

やしていくのは大切だろう。結婚・出産サポートなどは非常に

効果的だと思うが、補助金には財源が必要だし、子育ては長期



的な課題になると思う。同時に UI ターンも進めてもらい、三

沢市ではこういう生活・仕事ができ、結婚サポートもあるとい

うようなパッケージで PR することによって魅力がうまれてく

るのではないか。我々企業も協力していきたいと思うので一緒

に UIターンの活動を進めてほしい。 

前 田 議 長 皆さんから意見をいただいた。課長からどうぞ。 

小 泉 課 長 委員の皆様から貴重なご意見をいただいたので、他課とも検討

しながら次の提案をできればと考えている。 

前 田 議 長 部長からどうぞ。 

山 本 部 長 また次の会議前にご意見をいただきながら、それを基に次回の

会議で話し合えるような形にすれば、より有効な形になると思

うが、それでよいか？ 

小 泉 課 長 また新たなご意見や案がある場合、事務局までご連絡いただけ

れば対応する。 

前 田 議 長 委員は一度、施策提案一覧を持ち帰り検討して、次回の会議か

ら更に検討していければと思う。その他ないか？事務局は？ 

小 泉 課 長 なし。 

月 舘 委 員 花田委員の話で人材育成に関するビジネススクール事業とい

うのがあり、その回答に国際交流教育センターで実施している

グローバル人材セミナーがある。青森県と三沢市がタイアップ

して 5年になるのだが、その目的は県内企業のグローバルな視

点での人材育成であるが、セミナーに参加する人材が市職員な

どその程度でほぼいない。基地を抱えており多数居住するアメ

リカ人を活用できることから毎回三沢市で開催されているの

に、それに関わっている事業者がいないことは非常に残念。だ

からその辺も含めて中小企業者に対して英語に関われる環境

があるという事を PRできないかという案。 

前 田 議 長 佐藤委員どうぞ。 

佐 藤 委 員 ビジネススクール事業自体の意見を書いたが、社員研修が企業

の負担になるのならコミュニティで一括してやることで横の

繋がりが出来て、転職・就職含めてもう少し流動化できるので

はないかと。私の三沢市のイメージは国際であり、突き抜ける

部分ではないかと非常に思う。野村證券の講演でも日本に欠け

ているのは国際競争力やグローバル人材であると。グローバル

人材セミナーは参加された方は非常に面白かったと。突き抜け

るために強みをどんどん PR してほしい。偏った施策でも良い



と思う。三沢市のイメージはやはり国際なので、こういう素晴

らしいものがあるのであれば県内に観光の人材を供給するぐ

らいの勢いでやっても良いと思う。 

前 田 議 長 これを踏まえて事務局は次回からの会議に生かして行く様に。

これで本日の案件は終了。次回も活発な意見をお願いしたい。

これをもって、平成 30 年度第 3 回三沢市中小企業振興会議を

閉会する。 

 


